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日本雪氷学会北海道支部規約

第 1条 本支部は日本雪氷学会北海道支部と称し、事務所を札幌におく。

第 2条 本支部は日本雪氷学会定款第 4条の目的を達成する為に下記の事業を行う。

1 雪氷および寒冷に関する調査及び研究。

2 雪氷わよび寒冷に関する研究会、講演会、座談会、見学会の開催。

3 その他本支部の目的達成に必要な事為

第 3条 本支部の会員は北海道地方在住の日本雪氷学会正会員、団体会員、賛助会員および名誉会員と

する。

第 4条 本支部に次の役員をわ ぐ。

支 部 長  1名
支部理事  若千名 (内支部地方理事若千名を含む )

支部監査  2 名

支部幹事  若干名 (内幹事長 1名 )

第 5条 支部長、支部理事わよび支部監査は支部総会にかいて支郡会員の中から選任する。

第 6条  支部幹事 (幹事長を含む )は支部会員のうちから支部長が委嘱する。

第 7条 支部長は本支部を代表しその会務を総理する。

第 8条  支部理事は、支郡理事会を組織し重要な事項を決議する。

支部理事会の議長は支部長とする。

第 9条  支部監査は支部の会計を監査する。

第 10条 支部幹事は支部幹事会を組織し、支部長の指示を受けて、会務並びに会計を処理する。

第 11条  役員の任期は 1ケ年 とする。ただし再任を妨げない。

第 12条  本支部に周間をおくことができる。

第 13条  顧間は必要に応して本支部の指導にあたる。顧間は理事会の議決を経て支部長がこれを委嘱す

る。

第 14条  本支部は毎年 1回定期総会を開く外必要に応し臨時総会を開く。

第 15条 総会においては下記事項の承認を受けなければならない。

1 会務並びに会計の報告

2 新年度の事業方針

3 役員の決定

、4 規約の変更

5 その他重要な事項

第 16条 本支部の経費は下記の収入によってこれをまかなう。

1 本部よ夕の交附金

2 寄附金その他

第 17条  本支部の事業年度は毎年 4月 より翌年 3月 までとする。

附  則 本規約は昭和 34年 5月 18日 より施行する。

昭和 53年 6月 8日 改正



大幅に遅れた道内の長期積雪終日

麻生 正 (札幌管区気象台予報課 )

今年の道内の長期積雪終日、いわゆる根雪終日は平年より大幅に遅 く、特に太平洋側
ではほとんどの地点で、平年より20日 から30日 遅れた。道内気象官署の長期積雪終日を

表 1と 図 1に 掲げたが、このうち6ケ所で1951年 以来の最も遅い記録を更新した。この

ため、畑、水田等の融雪が進まず農作業がかな り遅れて大きな影響が出ている。融雪が

表 1 道内の長期積雪終日 [※ は記録更新を意味する ]

地 名     終日 (平 年差 ) 地 名     終 B (平 年差 )
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萌
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4.19(遅 7)

4.16〈 遅 8)

415(遅 9)

410〈 遅 7)

※415(遅 ‖ )

※418(遅 14)

※416(遅 17)

418(退 14)

広

尾

路

室

都

安

蘭

牧

河

差

館

知

　

小

帯

広

釧

根

寿

倶

室

苫

浦

江

函

※

　

　

　

　

※

※

(遅 13)

(遅 19)

〈遅24)

(遅 18)

〈遅 15)

〈遅 8)

(遅 39)

(遅 21)

(遅 12)

(遅 27)

〈遅 25〉

が進む 3月 、 4月 の気象経過が今年の場合ど

うであつたか簡単にまとめると、3月 は2月
に続いて冬型の気圧配置とな ることが多 く低

温状態が持続し く図2)、 月末には強い冷え

込みとなった。また、中旬には二回、北海道
の南岸を発達した低気圧が通過して南西部や

太平洋側で降雪豊が多 くなつた。3月 末の積

讐藻あ革準F:お亀菫雰希:苗 LIttUえ ぶ、 20貝
これをみると東部の太平洋側と西部で20m以
上平年より積雪が多かつたことはわかる。4
月も低温状態が特続し、上旬後半には日本海

と三陸沖の低気圧が一つにまとまって発達し、 図 1.長期積雪の終 日 (平年差 )

太平洋側を中心に大雪となった。一方、日照

時間は3月 と4月 とも道内全域で平年よりも多く 〈図 4)、 日照の記録を更新した地点

もあつた。

以上のように3月 は道内平均で平年より約 2℃低温で、後半にまとまつた雪が降つた
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気温(℃ )

図2.3月 の平均気温

(平年か らの偏差分布 )

ために3月 末の積雪深は太平洋側と西部で平

年より多 く、4月 も低温が持続したため終日

の記録を更新するほど融雪が遅れた。日照時

間の多さは融雪を早めることにつながらなか

つたわけであるが、この説明としては日射が

雪面に融雪熱として吸収されるためには、ま

ず気温が上昇して融麟が進み雪面のアルベ ド

を約70%以下に下げる必要があるが (小島

1971,1979)、 今年は低温が持続したためそ

の条件が満たされなかつたと考えられる。

融雪量と毎日の気象との関係を調べたもの

ではpooitive degree deッ 或いはpooi ti ve

degree hour(各 々、気温が 0℃ 以上になつ

図 3。 3月 末の積雪深

(平 年か らの偏差分布 )

月末の積
雪深(cll)

日照(%)

図 4。 3月 の日照時間の平年比

た日だけの日平均気温の積算と毎時気温の積算 )が融雪量とよく対応することが報告さ

れている (沢 田 1960、 小島 1971,1979)。 しか し、融雪量を代表させるのに適当と

思われるpos t ue degree hourは 調べるのに手間がかか りすぎ、また、日平均気温の

pooitive degree dlソ は融雪にあまりきかない夜間の低温が含まれてしまうので適当で

ないとおもわれる。そこで簡単に調べ られるデータとして日最高気温を選んで日最高気

温が 0℃ 以上になった日だけを積諄したTmax pooitive degree doソ との関係をみた (図

5)。 □ 5は 札幌における30年 間の平均値と最近 5年 間の場合を示したが、起諄日とし

て最深積雪の日を選んである。また、図の下に各年の最深積雪をあげた。

図5でみると、今年の融雪が大幅に遅れたのは最深積雪が遅 く現われたことと爬 算日

が同じ1981年 と比較すると3月 下旬、4月 上旬の低温が大きな要因であつたことがわか

る。今年の曲線の傾きは平年値とほぼ等しいが、約半月ほど右にズレており、平年に比

べ季節の推移が約半月ほど遅れたまま経過してきたことが分かる。その点、1981年 も融

雪開始は今年同様遅かつたが、その後の気温の上昇によつて終日の遅れは平年か ら10日
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図 5. degree day ({, )

ほどで済んでいる。長期積雪終日こ至るまでのTmox℃ doッ は、平年では最深積雪76cmに

対して約 100℃ doソ である。ところが最近 5年 間の終日までのTnex℃ doッ は1982年 を除
きほぼ 130℃ doソ である (但 し、1980年 は 3月 中旬に多量の降雪があって、一たん66∞

まで減少した積雪が 12日 に92●nま で回復しているのでその日を起算日とする)。 これは

最深積雪が平年より多い lm前後と多かつたことによるものであろう。1982年 は後半に

降雪のため積雪深に2度 のビークがあるのが彫響しているのかもしれない。平年におい

ても、積雪の多かつた最近の5年間においても lmの 融雪に 1～ 13℃ dlッ が対応して
いることになる。このことを使えば、日最高気温の0℃ 以上の積算は、降雪や気温以タト
の融雪に重要な様々な要因を考慮していないが、融雪状況のある程度の推定に使えるだ

ろう。
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車 粉 公 害 と 脱 ス バ イ

堀内 数 (北海道工業大学 )

1 脱スバイク運動 積雪寒冷地の都市交通においてスパイクタイヤを使用す る

ため舗装略が摩耗し、その粉じんが環境を著しく汚染していることや人体に悪影響が出

ている等の調査研究結果が報告されるようになった。この 2、 3年 で報道関係では車粉

公害と称して大々的に扱つている。仙台市は昭和37年 に健康都市を宣言し、以来20年

「清 く、明るく、住みよい健康都市仙台」を目標に努力して来たので、車粉問題への対

応は他の自治体より積極的である。昭和57年 か ら「脱スパイク」という運動を推進して

いる。このため市の公用車は消防車、救急車、その他公用の緊急車を除いてスパイクタ

イヤ (以 下SPと いう)を 使用しないことを助役名で通達を出してこの運動の先頭を切つ

た。また58年 10月 に市営バスのSP使 用全廃を決定した り、ピン抜きセンターを開設 して、

市民の脱スパイク運動を盛 り上げている。ピン抜きセンターで抜いたタイヤ本数は、今

年 4月 30日 まで28,651本 と報告されている。この中には新品のスノータイヤも相当数あ

る。仙台市ではピンを抜くこと、SPタ イヤを不必要とする略面では夏タイヤか普通のス

ノータイヤに 1ま き替えること、はきつぶしを夏期にしないことも運動の重点項目に入れ

ている。雪氷P8面 ではスノータイヤかスパイクレスタイヤ (以下SN,SPLと いう)を 使用

し、危険な場所ではチエンを使用するというのがこの運動の主旨であり、近い将来には
SPの 全面禁上を目棟にしている。そのための諸施策を試行錯誤しなが らも推進して行こ

うと大変な努力 (例吹 ば予算措置は前年度より大幅に増額して除雪、融雪対策、清掃対

策等 )を している。仙台市は県や国にも働きかけて車粉問題に努力しており、ようや く

58年 か ら各自治体や道、県での規制が活発になつて来た。

札幌市もSPの 使用期間規制 (自 由 )を 始めた。又北海道、宮城、秋田、新潟、長野、

石川、富山の 1道 6県 が規制する段階になつた。冬日、真冬日の長き、気温、雪質、降

雪畳等の気象条件が地域によつ

て異な るので、思い切つた策が

とれないのが行政側の現状であ

り、ユーザの多 くは種々の条件

が整 うまでは脱スパイクには応

じられないという交通安全優先

の立場をとつているのが現状で

ある。仙台市のこの冬のSP装 着

率の最高は前年の約 1/2の
408%(2月 の最高 )の 低率 と

公表 されている。又降下ばいじ

ん晨も前年 と比べて畿分少ない

1283ト ン/k m2/月 (前 年

は 140ト ン/k m2/月 )と 公

表されている。一方この冬の交

通事故は増加していないと報告

表 1 く各自治体のスパイクタイヤ期間規制〉

自治体 規制内容 規 制 期 間

Jヒ海道 自  粛 道央
:日寺:El:[醤 :月

31百

融一嶽
自  粛 4月 1日 ― ll月 ∞ 日

自  粛 4月 1日 ～ll月 即日

新潟県 不 使 用 4月 1日 -11月 ∞ 日

冨山県 自   粛 3月 15日 -12月 10日

石
'県

自   粛 月 15日 ～12月 10日

長野県 自  粛 月 1日 ～ 11月 ∞ 日

ホL幌市 制   限 月

"日
～ 11月

"日

(だ たし宮城県は県内を四地域に分け、最重点

地域の仙台市では期間外も「できる限り自由

する」と表記するなど基準に差をつけている)
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されている。仙台市の脱スパイク運動の効果が上が り始めたと思われる。また北海道で
は昭和57年 度に、道P8マ ーキングに50億 円、道P8補 修費に 220億 円が投入され、全道を
3ブ ロックに分けたSPの 使用規制 (自 由 )が発表されこの春からPRさ れるようになった
が、札幌や他の都市でも次第に脱スバイクの論議が盛んになることは必要である。

イヤ (P8面 を損傷させないで、性能はSPに 匹敵する)の 開発を望むユーザの期待は大き
くなるばかりである。1975年 西ドイツでSPが 禁止された頃から、ビンの無いタイヤがョ
ーロッパで販売され、これをスパイクレスタイヤ又はスタッドレスタイヤ (以 下 STLと
いう)と いって日本のメーカも開発し販売するようになった。ただし乗用車用であつて、

2 タイヤ メーカーの対応 車粉問題が深刻化するにつれて、SPに 代わ るべ きタ

表-2  氷上性能試験と舗装摩耗試験結果概要

車

種

供試 タ

イヤの

種 類

スパイクの条件 試験の種類及び結果 舗装

摩耗
材 質 打込

本数

フラツシ〔登
m/m

突出寸法

m/m
制動

指数

坂 P8

指政

旋回

指致

加速

指数 指 数

乗

　

用

　

車

現行品 スプー1

A
B
C
D
E

STL

″

″

″

フ・ラスプリク

ア:ミ

122

100

100

100

100

8

″

″

10

1J

″

〃

1.0

1 5
″

92

85

66

86

85

61

７４

５８

・

６５

５９

・

小

型

ト

ラ

ツ

ク

現行品 スチール

F
G
SN

″チエン

″

　

″

　

一　
　
一

８ ０

６ 〇

二

‐２

‐５

・
　

・

″

　

〃

　

一　

　

一

73

84

59

95

９８

・

６５

３０

９９

９５

８９

・

76

69

ト

ラ

ツ

ク

現行品 スチール

Ｈ

ＳＮ

″
６ 〇

一

″ ″ 100

00

96

74

５８

・

〈注)現行品 :第 1次 基準品 A～ E,FG,H:試 作タイャ sTL:ス タット・レスタイヤ
SN:スノータイヤ 坂P8:坂略発進 (表 面を凍結させた傾斜台試験 )
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中小型および大型 トラックやバス用のタイヤは現在のところ開発されていない。従つて
メーカは制動、発進、登板、旋回性能は若干低下しても道F8損 耗を30～ 40%位 まで低下
させるタイヤを開発しようと努力している。その具体策はピンの打込本数をある程度減
らすこと、ビンのフランジ怪を減少させること、シャンクの材質をアルミやプラスチッ
クにして重墨を軽減すること、突出寸法を減少させること等である。舗装の摩耗とスパ
イク構造の関係については最も影響の大きいのは、フランジ径を小さくすることである。
ある研究によればフランジ径の3乗 に比例して摩耗量が増すという。またピンの本数、
ビンの突出量、ピンの重量に比例して摩耗量が増すという。従ってこれ らをどの程度減
少させ得るかという対策になる。

日本のタイヤ メーカ 7社 で構成されている社団法人日本自動車タイヤ協会 〈以下 」AT
MAと いう)は 昭和57年 か ら、車粉を減少するタイヤの開発とSPの 性能改良を目指して種
々の活動をしているが、この3年 間に氷盤試験F8で 実施した各種タイヤによる実車走行
試験の結果か ら、舗装摩耗を減少させるタイヤ基準を策定している。

昭和58年 5月 か ら生産される乗用車、小型 トラック用、大型 トラック及びバス用のSP
について第一次基準々策定 し、これによって販売している。乗用車用については、ラジ
アル構造のものでピンの打込本数は 122本 以下、フランジ径は10●|、 突出寸法は 15●●
となっている。小型 トラック用はバイアス構造のもので、打込本数は80本 、フランジ経
は15m、 突出寸法は 151● となっている。大型車用でバイアス構造のものは打込本数72
本、フランジ怪 16“ 、突出寸法 15●●となっている。これでは未だ十分の舗装摩耗を減
少できないとして、第二次基準案を策定中である。そのためにSPの 総合試験を今年 l月

か ら 2月 にかけて JAT‖ A主 催で氷上性能試験が北海道恵庭市で実施された。第二次基準
案の性能比較の詳細は未発表であるため十分な検討 :ま できないが、昭和59年 4月 16日 付
」ATHAニ ュースに発表された概要は表 -2に 見る通 りである。試作品 lま この第二次基準

案の基になると推測される。 (1)打込本数、フランジ径、突出寸法を低減すると、乗
用車のA～ Eの タイヤは安全上重要な制勧性能が現行に比べて8～ 34%も 低下している。
これはフランジ径を8mに 、突出寸法を 1■ にした場合が最も低下する。これに対して
STLは 39%と 最低である。次いで坂F8発 進で :ま 11%か ら44%の 低下で、 STLは 76%も 低

いとしている。この坂P8発 進は、駆動輪の荷重の大小が大きく影響するので後輪駆動方
式の車両の試験値であろうと推測する。前綸駆動方式であればSPに 比較して20%位 の低
下であると推洒Jす るか らである。次いで旋回試験ではA～ Eでは 1～ 6%の 低下で低減
策の効果が小さいことを示している。このことはピンの作用が旋回に対して余 り貢献し
ていないことを示している。従つて STLに しても10%の 低下となっている。また加速試
験においてもA～ Eは 1～ 10%の 低下であり、 STLに おいても15%の 低下としている。
これも旋回と同様にピンの効果は余 り大きくないことを示している。小型 トラックにつ
いてもピンの本数を減らした り、フランジ径を小さくすると性能が低下することは明 ら
かである。 STLが 開発されていないので、スノータイヤでは41%も 低下している。これ
にチエンを装岩すればSPを 上回る性能が制動、坂路発進、加速試験で見 られる。大型 ト
ラックも同様である。茨城県谷田部町にある財団法人日本自動車研究所で実施された舗
装摩耗試験の結果は第2表 の最右側の相にあるようにスパイクの条件を低下すれば舗装
の摩耗は大幅に低減されることが判る。
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3 スバィクピンの作用
(1)ピ ンの挙動 : 第 1園 に示すように、
ビン (ス タッ ド)は走行中Cの ように略面に
たたきつけられて摩耗し、接地部の真下では
Aの ようにタイヤ内に沈むことにな り、制動
や駆動されているときは Dの ように臓懐され
スリップする。またこのような衝撃的な力を
受けるとBに しめすようにシャンクの先喘に
埋め込まれた超硬合金チップがシャンクの孔
内へ沈み込むこともある。何れにせよピンの
先端は98面 に対して衝撃的に作用するので突
出寸法が大きい程、またフランジ径が大きい
程略面を摩耗させることになる。このうち制
動時 タイヤの回転が停止か、またはそれに近
づ く状態の時、 l本 のビンが略面に対する鷹
耗時間は他の転動時に比較して非常に長 くな
るのでピンの効果が氷盤面に対し大になる。
また発進時には停止状態か ら回転に移行しよ
うとするのでビンが氷盤に食い込み、抵抗は
大きくな り回転が上るにつれて小さくなる。
(2)氷 の硬さとピンの抵抗 : 道工大実験
コース氷盤P8の 氷面硬さをやや精密性に欠け
るがバウマン硬度計で測定した。氷面のつぶ
れた跡の孔の直怪とその深さを測つた平均値
か ら第 2図 を得た。低温では氷がかた くなる

第 1図  ピン 〈スタッド)の 作用
A:ス タッ ド自身のタイヤ孔内への

沈み込み。
B:超硬チップのシャンク孔内への

沈み込み。
C:タ ツピング摩耗

(ス タット
・

が略面にたたきつけられる
時に発生 )

D:タ ッピング摩耗
(制 勧、駆動時に発生 )

ことは当然であるが、軟 らかい氷に対してピンの抵抗が少ないことも当然である。従つ
て0℃ 付近でタイヤの摩擦による自己潤滑作用で滑り易 くなる現象と併せて考える時、
SPで も効果なく、札幌市内でも少し暖かい冬の日中では、ノロノロ運転や、優かの勾配
P8で スリップして登れない車両をよく見かけるのはこの様な事象が起因している。

4 今後の見通し   (1)SPに 替わるタイヤヘの期待 : ユーザも行政側もSPに
替わる無公書タイヤを 1日 も早 くとメーカに要望しているが、第二次基準できえ目下策
定中である。これとても低公害であるが安全面ではSPに 及ばないとしている。これが決
められたとしても安全を望むユーザがどれだけ乗り替えるかは望み薄しである。 STLの
形録の一隅には必ず「氷盤P8の 性能はSPに 及ばないので慎重な運転を・・・ Jと の但書
付きである。この メーカの傾重さをユーザはどのように受け止めるかが問題である。こ
の但書はSPが 禁止させるまで無 くな らないと考えるべきであり、メーカがSPに 優るタイ
ヤを開発することは極めて困難であり1,2年 で望むのはユーザの幻彫であろう。
(2)STLへ の乗 り移 り : 乗用車については STLが昨年か ら各社一斉に販売を始めた
がその量はわずかである。しかし脱スバイク運動の盛 り上が りと共にこの種のタイヤの
ユーザが増えることは確かである。制動性能のマイナス面を速度と車固距離でカバーす
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ることを基本にすれば、走   図 1

行安定性の面で車両構造を

選ぶ ことにな る。それには

前輪駆動車 (FF車 )が優位

にある。この 1,2年 で大  氷=は )

衆車の大半はFF車 に変わつ   -1.6
て行 くので STLへ の乗 り移

りが容易にな る。又坂道の   _1.7
多い地区のユーザ としては

四輪駆動車 (4‖ D車 )を 選   _3.6
定す ると好都合である。こ

れも年々銘柄が増加す るの   _4.6
で選定幅は広 くな る。ユー

ザの車両への認識が高 まる   _5.1
ことを期待 したい。 (3)
自動車 メーカヘの期待 :    _5.9
ューザはSN又 は STLに はき

替えたいのだが、制動性能

への不安が第一である。と

すれば安定性bあ るア ンチ

氷温 と穴深 さ・ 直径の関係

躍

“

穴

＜

えの凛さl  I
穴の直饉 E≡

=ヨ

人 の 直 後

(ロロ)

スキッ ドブ レーキ装置は不可欠のものとな る。大型車か ら全車種に必要である。ユーザ

は公害 と安全のため多少高価であつても望むべ きである。又旋回機能や登坂性能の良い

車が望 まれ る訳であるか ら、 メーカは技術開発を雪氷 F8に 注目した方向で推進 して欲 し

いものである。日本の車両の25%は 積雪寒冷地を走行 しているか らである。大型車の4
WD化 や ノンス リップデフの装備化は容易であ リユーザは車への検討をすべ きである。

(4)車 粉清掃問題 : 札幌市はこの春収集 した道略 の泥土は 2万 トンを超えた と報道

されている。空中に舞い上が る粉 じんを一時的に散水で押 さえても根本的解決にはな ら

ない。冬期間中発生 した ときか らの収集技術の開発が急がれ ると共に、収集 した粉 じん

をどう処理 し又は再利用すべ きかの技術開発も同時に必要であ る。

タイヤの開発には限界が あり、国 レベルの政策の確立には 3～ 4年 が必要であ り、ユ

ーザの安全への不安は当分続 くし、運転技術教育の目途は立つていない。車粉問題の見

通 しはまだ 4～ 5年 は立たないと思われ る。安全で快適な車社会は未だ しであるが、脱

車紛問題へ大方の御教示を賜わ りた くお願いす る次第です。
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冬の楽しい暮 らしのために

江□ 正元 (北海道開発調整部 )

1 道の冬季対策への取 り組み

本道の約半年間にわたる積雪と寒冷は、産業活動の停滞、交通障害、屋内に開じこも
りがちな生活など、産業経済や道民生活に有形無形の影響を及ぼしている。しかし、こ
のような状況か ら抜け出して、積雪寒冷という厳しい自然条件を克服するばかりでな く、
これを積極的に利用することがなければ、本道経済の飛躍的な発展と道民生活の向上は
全 く期待できない。このため、道は従来から「冬の開発 」を道政の重点課題として取り
組み、除排雪の拡大などによる冬期交imの 確保や、快道な寒冷住宅の普及、通年施工の
拡大、さらには地熱などの利用による施設園芸の育成などにつとめてきたところである。
しかしなが ら、今後とも冬季対策を一層進めるに当たつては、生活、産業はもとより科
学技術の分野にわたって、なお解明を要する多 くの問題を抱えており、学界、行政、民
間あげての一層の努力が必要であると思う。

2 先進国に学ぶ

本道は、本州に比べて積雪寒冷であり、気候がきびしく生活しにくい。しかし、地球
的視野に立ってみた場合、本道に気候、風土が類似するカナダ、ア メリカ北部、北欧な
ど北方日諸国には、北の自然風土にしつか りと根をおろした確固たる生活文化、産業を
もった社会がある。ここか ら、学ぶべきものは学んで、北国にふきわしい文化をもった
豊かな地域社会をつ くりあげようというのが1ヒ 方日構想の狙いであり、道民の間にも次
第に定着し、浸透している。

その成果としていくつか挙げてみると、スポーツではカーリングがあり、数年前に力
ナダか ら導入したばか りであるが、道内各地に普及し、競技人□は6千人以上にもなっ
てきた。歩 くスキーや旭川バーサー大会の盛会をみるまでもなく、いまやすっか り冬の
スポーツとして定着している。また、住関係では、高断熱 。地下室付住宅、地域暖房の
普及も進んできており、今後は、産業面も含めて、なお―層調査研究を進め、活性のあ
る地域づ くりに役立てていかなければならないと思う。

3 冬の障害克服か ら利用へ

積雪寒冷はさけて通ることはできないので、これを克服すると同時に、今後は、積極
的に利用することが必要である。近年、道民の間に冬を楽しむ意欲が高まって来ており、
カーリング、歩 くスキーなど新しいスポーッも芽生え、雪 まつりなど国際的な各種のイ
ベントも道内各地で日催されるようになってきている。このようなことか ら、道として
も、北国の冬の生活を快適に過ごすため、衣、食、住、スポーッ・ レクリエーションな
ど、各般にわたる施策を積極的に推進すると共に、北国にふさわしい生活を作 り出すた
めの基礎となる科学的研究や新技術の開発が総合的に進められることを期待 している。
このため、冬の障害克服、利用等について、多面的に研究開発を行なう寒地研究絵合機
関の設置を長年国に要望してきているが、実現の見通しを得ていないので、関係機関の
方々の御理解と御協力を是非お願いしたいと考えている。
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― 講演会 ―

雪 と 岩見沢

昭和58年 11月 25日 、岩見沢市との共催により岩見沢市民会館において、当市でははじ

めての講演会を開催した。

講演会は当地の市民へ学会の研究活動やその成果を紹介、普及することと同時に、そ

の地方の地域的特性に関係する研究分野を開拓するうえにおいて意義あることと考えら

れる。岩見沢市 :ま 豪雪地として知 られ、市民と雪とのかかわ りlま 特に深 く、降積雪の同

題は住民にとつ。て強い関心事である。今回は当市におけるはじめての議演会ということ

か らテーマは一般的ではあるが当地の雪に関する地域的特徴を市民とともに明 らかにす

ることに視点を置いた。

講演会は堀利幸氏 (岩 見沢市役所総務部企画室長 )の 総合司会により進められ、話題

提供は、積雪の基本的な性質及び分類とそれに基づいた北海道内の積雪の地域的特性と

その比較研究の結果について、「岩見沢地方に降 り積つた雪」と題して北海道大学低温

科学研究所の遠藤八十一氏より詳細に報告され、岩見沢地方の積雪に関して有益な知見

を得ることができた。

また、北海道開発局土木試験所の竹内政夫氏の「道F8に おける雪対策について」の議

演においては、開通した道央高速道F8札 幌―岩見沢線に関する雪対策の具体例をはじめ、

国内タトの雪害対策に関して豊富な話題を提供していただいた。

参加者は一般市民のほか、市の教育文化関係者、直接市の除排雪に関係している会社

の担当者等、吹雪まじりの悪天候にもかかわらず 100名 以上に達し、講演後の質疑討論

においても活発な意見交換があり、盛況のうちに開会することができた。

今回、岩見沢市において講演会を成功裡に行なうことができたのは、多忙な中か ら貴

重な話題を提供していただいた両講師をはじめとして、テーマの設定か ら各団体への実

内、宣伝そして会場の設営に至るまで多 くの御協力をいただいた岩見沢市、空知支庁、

の皆様方他多 くの方々の御援助によるものであり、ここに深 く感謝の意を表します。

(油川 英明 )
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岩 見 沢 地 方 に 降 り 餞 っ た 雪

― 北 海 道 に お け る 検 雪 の ll摯 特 性 ―

遠 藤 八 十 一 (北 大  低 ユ 研 )

北 海 道 に お け る 厳 冬 期 の a雪 の 性 質 は 、 地 域 に よ り

異 な っ て い る 。 特 に  岩 見 沢  月 形 等 の 南 空 知 の ■ 雪

の 性 質 は 、 わ ず か 201日 程 離 れ た 南 優 や 長 沼 の そ れ と 著

し く 異 な っ て い る 。

第 1回 は そ の 様 子 を 示 し た も の で  岩 見 択 か ら 下 痣

官 に 至 る 南 空 知 の 検 雪 は rし ま り 雪 Jで 構 成 さ れ  そ

の 密 度 は 032～ 005`′
“

 平 均 ラ ム 曖 度 は 16k`以 上 で

あ る 。 こ れ に 対 し 南 颯 か ら 祝 梅 (千 歳 )に 至 る 地 城 は

「 し も ざ ら め 雪 Jの 発 達 が 著 し く  密 度 022～ 026`′

d・ 硬 度 2～

“ `の
非 常 に も ろ い 雪 と な っ て い る 。 こ

の よ う な 地 域 に よ る 鑽 ■ の 性 質 の 違 い は 、 晨 ■ 内 の む

度 勾 配 に よ っ て 説 明 さ れ ,1月 の 平 均 気 温 を 平 均 麟 雪

燎 で 割 つ た ● が -012'/c● 以 上 の 地 点 は 「 し ま り 雪 」

‐010～ 020の 地 点 は 「 こ し も ざ ら め 雪 」  ‐021

以 下 の 地 点 は 「 し も ざ ら め 雪 」 と な っ て い た 。

第 2図 は 、 北 海 道 に わ け る 雪 質 の 違 い を 示 し た も の

で 、 「 し も ざ ら め 雪 Jの 地 摯 の 平 均 ラ ム 硬 度 は 311以

下 、 rし ま り 雪 Jの 地 城 の 晏 度 は そ れ 以 上 に 対 応 し て

い る 。 こ の よ う な 雪 質 の ■ い は  ■ 雪 の 中 に 理 ま っ た

笹 や 車 を 常 全 と す る 島 (ド サ ン コ )や 鷹 (エ ツ シ カ )

の 生 息 分 布 に 大 き な 影 ● を 及 ぼ し て い る よ う で あ る .

第 3図 に エ ツ シ カ の 生 息 分 力 と シ カ に よ る 被 害 分 布 を

示 し た .数 害 地 城 が 道 央 か ら 二 東 に 限 ら れ て い る の は

第 1図  石 著 ・ 空 知 地 方 の

積 雪

0印 は fし ま り ,J、 口 印

は rこ し も ぎ ら め 雪 J、 A

印 は 「 し も ざ ら め 雪 Jで 峙

微 ず け ら れ る 地 点 .0は 餞

雪 の 平 均 密 度 (`/昴 )、 n

は 平 均 ラ ム 豪 度 〈ヒ
`).

ツ カ の 生 息 密 度 が こ れ ら の

地 城 で 高 く 、 北 西 日 で ■ い

こ と を 示 し て い る .ツ カ の

生 息 地 崚 が 第 2図 の |し も

ざ ら め 雪 」 の 分 布 崚 と ―承

す る の は 、 シ カ に と っ て
`

し も ざ ら め 雪 Jは 鶴 り や す  ´

く採 食 が 容 易 で あ る の に 対

し  「 し ま り 雪 Jの 地 僣 (

ラ ム 硬 度 >8L8)で は 雪 か

硬 く 冬 手 の 保 全 か 凶 摯 な こ

と に よ る も の と 考 え り れ る 。

第 3図  エ ツ シ カ の 生 息

分 布 と 歓 害 分 布 (哺 乳 類 分

布 調 査 グ ル ー ノ  19?9 生

物 イ1学  01巻  2号 )

第 2日  Jヒ 海 道 の 雪 資

分 布 ヽ1980年  2月 末 )

^ 
(lJ J-j DTI
-e< et3 ,/\
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雪と氷の議習会 “雪氷の世界を探ろう !― 雪と氷の不思議―"実施報告

高種 層哉 (札幌市青少年科学館 )

雪と氷に関する講習会は本学会支部の主催で、79年 1月 に初めて行なわれた。その後
札幌市青少年科学館が開館し、同館と支部の共同で82年 1月 から同様の催しが毎年もた
れるようになつた。今年で3回 目を無事終えることができたので、その実施状況等を報

告し、会員の皆様の御理解を頂くこととしたい。
◎講習会の実施内容

議習は①雪の結晶の観察とレプリカの作 り方、②氷の薄片作 りと儡光板による観察、

◎積雪断面の観察の3種類で、参加者は10名 程のグループに分かれて、0～ 0を 順に行
な う。講8Tは 学会員と館職員があた り、 1回 の議習時間は2時 目半程である。尚、内容
の詳細は “北海道の雪氷"(1,23～ 28)に 掲載されている。また、科学館では小学生

向けの小冊子「雪の観察 ―降ってくる雪 。積もつている雪」を作製し、83年 か らテキ女

卜として、使用している。

表 1に 参力]者 の内訳を示す。一番多
いのは小学校 5,6年 生である。この

年齢は科学館への来館も多 く、科学的

な興味が一番強いと考えられる。父母

や先生と一緒の参加もみ られる。尚、

本館では、より詳しく知 りたい人のた
めに 3日 間に波る「雪の科学教室 」を

84年 か ら始めたところ、30名 余 りの参

力0者 があつた。

次に、参力0者 の感想を強つか示す。

今まで知らなかったことを知つた喜び、

実際に確認した喜び、親子で参加でき

た喜び、自発的な学習への意欲などが

表 1 参加者内訳

かんじられる。
「雪を掘つた りして、遊んだ ことはあるけれど、あんな縞模様があるとは気が付きま

せんでした。・・ oと にかく寒かつたけど、楽しい実験でした。」 (小 6。 女 )

「いつもは手の上に載せて見ていましたが、すぐ融けたり、崩れたりしてしまうので

見にくかつたのですが、形を残しておける液体があるのを知つて、壼きました。」
(小 5・ 男 )

「北国に住んでいるのに、雪が降っているとか、結晶があるくらいにしか思つていな
かったが、結晶を観察するのにレプリカを作れるなど日常でも観察できることがわかつ

た。雪への親しみを持った。自分でも色々な雪のレプリカを作つてみようと思う。」
(30オ・ 男 )

「実際に結晶のレプリカを作つてみたかったのです。学生の時、とても美しいのを見
た記憶がありますが、あらためて感動いたしました。」 (?。 女 )

82年 83年 84年 : a)

小 学 校 /～

“

年 生 0人 2′、 6人 0人

小学校 ,,`年 生 2 88

中  学  生 30 9 15

高  校  生 6 つ 0 0

般 18 0

計 129 74

※募集対象 :小学校

`年
生以上 .32年 のみ中学生以上

※a):雪 の科学教室の参加者
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「子供と一緒に童心に返つてとても有意義に又楽しい時目を過ごすことができました .」

(40オ・ 女 )

「 自由研究で雪の結晶のことをしていたので参考にな りました。それに友だちもでき

て、楽しく色々わか りました。」 (小 5。 男 )

「北海道にいなが ら、雪の結晶を見ないまま、今まできました。本日すば らしい雪の

結晶を見て、学校に帰 りました ら、全校生徒に是非雪の結晶を見せたいと思いました。

冬の科学研究、地域に根ざした、地域の特色を生かした雪や氷の研究 こそ、本当の研究

だと思いました。」 (59オ 。男 )

◎札幌の子供の雪の認識

84年 の多加者に対して、雪に関するアンケート調査を行い、次のことがわかつた。

①子供の7割以上は雪に

ついて勉強したことが       表2 子供の描いた雪の結晶

全くない。

図

春

※

10 20 30 °7.
②子供の3割以上は雪の

結晶の形を全く書けな

かった。

0表 2に 示すように、子

供の描いた雪は角板と

樹枝状結晶が多かつた。

しかし、描かれた結晶

の形の 3割 は四角板、

4本 、8本 の枝を持つ

樹枝状結晶など天然に

は見られないものであ

った。
この結果からすると、

学校では雪をあまり扱っ

ていず、子供も雪のこと

をあまり良 く知 らないこ

とがわかる。しかし、あ

る中学校で、冬休みの宿

題に科学館見学のレポー

トを出したところ、

1/4の 生徒は雪氷関係

の展示物を取り上げてい

た。身の回りの雪氷現象

に対する関心は決して低 くないのである。これ らを考え合わせれば、本講習会の持つ意

義は極めて高いことがわかる。

科学館は地域に根ざした館をめざして、「北方日の気象・ 9氷 の世界 Jを 主要テーマ

としており、本講習会は必要欠 くべからぎるものです。この会が北国の自然をいとおし

四角 板

五 角板

六角 t7

七角 板

八角 板

樹 枝 (枝 3本 )

摘 枝 (枝 4本 )

瘤 枝 (枝 5本 )

蘭 枝 (枝 6本 )

構 枝 (枝 6本 ,校 のな す

角 度 が不 正 確 )

籠 枝 (校 7本 )

積枝 (枝 8本 )

積 枝 (枝 12本 )

四 角 柱

六角 柱
針

砲 弾

鼓 型

ごへ い型

そ の他
％

個
０

４
０

Eコ ～天然に存在するもの (計 7o%)
‐ ～天然 に存 在 しな い も の (計 30%)
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む気持ちを育む手助けにほんの少 しでもなれば と、願つている。
今後共、会員の方々の御協力を御願い致 します .ま た、内容等で御意見があ りました

ら、是非御日かせ下さい。

講習風景 (積 雪断面の観察 )

「卜
ヽ

，
，

さ
ぶ
■

‘
〓一
「る

●
・・‘〓
・ふ

籍  ‐ 11 ■■ 1蟷

贄・勒

一
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― 地方談話会 ―

冬への挑戦

昭和59年 2月 7日 、

'1略

市との共催により「冬への挑戦」と題して、地方談話会が、

釧根地域婦人会館を会場に曰催されました。この日は、最低気温が -214℃ と冷え込み

ましたが、約70人 の市民が熱心に参加しました。

今回は、テーマとして、9198市 の足元の道98の 除雪の問題、釧略市の後青地に広がる

湿原の四季の移り変わ り、そして、前方に位置する冬の海に関するものを選び、三人の

講師に方々により会が進め られました。はじめに、ホ下誠一支部長 (北大低温研所長 )

と、鰐淵 (わ にぶち)311P8市 長のあいきつがあつたあと、釧略開発建設 3「道P8二 課の豪

部大臣課長補佐が「冬期間の道路維持 (除雪 )」 、続いて釧F8市 博物館の新庄久志学芸

員が「

'lF8湿

原の植物」、そして

'lP8海

上保安部の今野宗郎部長が「 冬期の道東沖の海

難状況」をテーマに講演されました。磯部氏は、一般にあまり知 られていない除雪の体

制や、除雪の費用など現場の話題を話され、新庄氏か らは、冷涼な環境にある湿原の植

物について、スライドを使用したわか りやすい紹介がありました。最後に、今野氏が陸

上海上での豊富な経験をもとに、道東沖の冬の海の恐ろしさを、こく最近の海難の実例

を引用して説明し、海の厳しさを訴え、講演をしめくくりました。参加者の中には、水

産都市01略 にふきわしく、漁禁関係者の方々も参加され、質疑のあと上映された「流氷

そのなぞを追つて」の映画に熱心に見入つている姿が印象的でした。

今回の地方談話会は、地元釧E8市 の企画室を中心とする関係機関の強力な援助のもと

に行なわれました。ここに紙面をか りて、講師の方々、関係者の皆様方のお力添えに、

厚 くお礼 申 し上げ ます 。 (夕民{乍  ネ谷)

,l P8地 方談話会における聴衆
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`)そ
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物 タ セ iえ 一街 夕相 を 由窃上た 裁碁・ 神 ウオ藪 こ あ.よ 容根 ま

薇筑穀 ―ス′―ネ・―ンスニ来月林汽へ空スlη 日の十卜敲こヽト
,達贅棟鉄・ 神め

く夕化 ―冷うの絵竹沓う
じ争 ガ 準 と し て 1脅 タ ノO Caス た と し て ヽ 3が 曽 タ ス た R奪 贅 嗅 2.歓 ル tり 40掟

フtt鯰洛列苛 ル邊卸 かフ数
=レ

ジリ 1,1レ み ,て い 3.

り 通at連 絡鋼

静争通花  免場′f卜 ,一 レ十勢 =そ 象〕てえ邊称択えその々ψ れの消■帝慣卑η

↓        有点道秘着上拘 也び

"鳥
均・ 択元年)

「
17子・住漱4    

算キ i寛 矛専 ti,多
t後 す々減や レ逹倅ス

11l      1llЙあみ豊争i::ム :子 :載

'1[,Lレ
| ・        な生tkむ 。ケラLt智 レ車み.
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結夕しょ,た 垂レ丈薔,41γ すよそよ″あつ綺芍 "嗜 ルタ :々え レ頑セ薇
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rづ tの ァあ,始策として■,(タ ス″ま,み ち‐X計 策ンち ッ
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ス′―,■ ルタータス‐・t称 ふムつてしまうェ広 らなoτ り´手ん町ル多″
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′3=)ヒ ぷヒrJし てぃぅ
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=ス響  ヽ 五碕 aぁ まり
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工すう。
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`ヽ

あ1,キ 旱・
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2)4´ れ 寺々策

ふ■・れたはかキ と め脅みっ表衡奇 の絆″r晴 青 l,Iん なオ性とをん全体グ

“

嬌す)

路 ろ ι ″ ム,レ 人ぅ1で ふ 》 夜 ん 4■・ふ |'上 々 ち
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あtう オヶ多い
,

4軍 としては ,り 城 ■=″ 土玖力 t子,た 。株 ヒ絶薇 しキЙすう濠ち 怖
`=′

本のメ

イン寸
'ス

トτ́う́Ptt tえ たうt猜 上で′ンし象
'旬

薇多 めサうヽヽフら″有マ
′7,昴 無 ■‐イ|ャ 6杉 ■

0碇 そ斬銃乾望キニ記こ。1今 ヽ記ヱ斗グち,た わ集
`4な

資によっ′tぃ 今,tXb i
粋■‐クをZ′3っ て。―フ・tみ OT,■ のo― フ・″二係な恢ゎ棒飢てみ致舵こtて キ
〕オ1)■ 去 予711n'‐ 予が■と■1・ くにゎ,そ 夜る場合とか

`ャ

を nι 使条イキ″恙い場
合レ五夕すう マめて としマ洵 0=p7・ ■7-ケ ード

'た

な着カケバイフ。マート́し ,́イ

ラフ‐4る と́ラ‐■,も にて
'10わ

よてヽまわ t工 々がiく て筆僣竹死もぺたみオもあ ,

夭ヤろけび1ヽ 現在めなえ′`7・ 嗜如給)ネ
`い

のがえ恢でぁつます

る1胎 :絲 笠者κ。通ム ,・ キの子,つ 首をそ

勿玲  ,4・  倉緯 卜らデ 落え け8・  権
= 141・

 マ本スチ″ ′。るい

″子ん2,7´  %た  "7ロ  ニ鮨 わ
'い
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“

■ 活

型夢た771夕 ″:  2χ Z´ “́ ′
``あ

7・ ノ
'ι

じら'`

` 
雄幣理η為アイ TI)η藤 ヘ

|)=路 とにヤL tt■ しみへ7・ Tぇ  ヽ 2)夜 I離 毛七埓 13■ 時りす・苛承演几毛

番掟え t腱 りヽッて、tヽ   ))患 冤
=し

ち、ぞヽク4こ ,ス て、て下でい  つ  本
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男L 凛  の 本畠 竹勿

新庄 久恙 (31蕗 市立博珈能 )

冬の遍原 t晨望すると .■ :て 1■庭認することがあすかしい機生の景況がうとばり ■ヽ

ガれていう。 rヽ ルr夫 林のあ本林 .仏 キ膚いまえうιの赤残ともつて登場し、ごだづ`ケ

,2聰 (ふ ホお色、3ガ2鷹ctピ アι、スC湿聡 (ふれ60雪4.そ こて斉鶏災碧●6ヽ t

え点、しな(r 珂
`ヽ
で思:さ がこれていたえ路が艶てやする0繰となつ?)さ 。ここる。

だ車のあ岸♂駐(ょ、“)霊″,こ落“ヒい,2tよ ぃ6ど涅0が連鳥るこて点ズZす る。
'2ecな の担偉撃難ぜXも 参―夏に楽竺と、わ壽線 [ム よヽヽうわら。あうが.ね物笙お歯(2浴

なりうコヒ,3=候は 施物の生おtめ
“
すこaる

'a量

藤  (鏡 かさあ行な )に もあじ

われ、温
=1司

蹟4,牲.J,ラ インの分(ヒ逝鷺諏oC C't鯵
“
,こ れは で(ヽ ((>の キベ:

(イ スヮ(2駒水する燎●Zt・ よう。

き0.こ れらの渥ζⅢみ るつ 乙み潟でヽぁつたく
'2筵「

“

粛とホに
`tヽ

う点6t一 致

こτヽ tろ と う2縁て,^の段僣 E、 こならの混碑tた ずって観集あるこしもこ`こる。つ

かぐ.―抑(事 ∂げ力来´
^)ttcヽ

だ43)″ λげ孫 のほ蓮湿象とわ免θのズF、γづと

す)rJlら (が.ア てがく。さえり 年`
'■

●a爺 99く,ユ優
`ゞ

力ヽつえ7wァ  さらにミてす`午

ので`シて、マ7,゛花じする朦砕・先る£像ιc(っ た2る纂みてヽあう。

魚お湿偉みその中にあフ乙.湿篠ιあの,降 ?テ規6tあ な〕どがひなる。

,24oえ矮・ わ3。 %tょ つシ。スぽう3喩
`ち

ろ。 さだヤ゙ シヨケ_π つゝウVウ の機花

ひ港86・、た 紳0ボじ頚qが艶(電 じ_幾ぜ喪握6゛点aす る。う五%●惨え,裏ィにある

にめ,あ もた■ 6(び 湮尋tせtご γとCる 履協怒ツサイ7tレの存在も示老ιている。

,C沼 (き ミヽソfシ 7 Yt● K rf●
~じ のヽ砲嬌

“
,こぴヽヽじうめられ_″ △たみ,こ

″
l,そ のB

″ざた場富な。
ミだゴケ混環の旭綾は全体の2%に あにないが、ゃ1多 ゾ、当延の渥男讀唾生の7ラ イ

マッ7ス なある.キ ヤさだゴ`ケ.イ ださκ“ゴヶが7、 【し卜し)く ツ オズさでゴ午 じ

Xさ だず″がニユレ>年 乞)め て,イ ソツッチ しス)贅 7す ぼtピの鬱筵准、ム&

准趨」ψが暉贅多じ '2桑 のみル趙乞髯ぬする。復■縫物のしウι>ず午やコ9ヌ 夫じ.

ムう(衣 ミミFtチ trは ,一 兌

筆め t涅桑 96た tヴκ(さ w
2に 浚左ιこtヽ る。

ミだゞじ皐朦の00は  |テげ
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,)イキキヤ)

1 ″|キ 冬期
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斗
`攀

でし、イイ「inμ し′
"妻

fゎ '′
Q]゛′と,,`|卜 ■

っ″ぅしぶゃヵル棒́ 着水(γ ムシ| ´

減 侵l m3細 わ れ 柩 晰 r騨 1健〔!で41争 を求[漁逸城
K滉″れ,w雄下て`感メaじ たくく 船赫 選物″し'二

・ 炉ずんこ沢irう たわ

、査だだ輌Иta′ ス′ιしをたlll t tttし 〔γ号丈Kl場ム履7,力 論だ高く■|。

|-3 流米に4逮 ,1濤難
`冬

珈スお,ぅ 海難。ぅちずみ 桁異な洸難ιtス・・
1個ぁ態乖〔お

`′

F,因 ,ウ 数維●力難|卜 なてミr tメ ン作ス
^｀

もだ悲惨ι

ゥぅ万有とILがち,、 からイヌう,流スい,還難ιム漱御じ砕′流水ヤPT希 之林素,た承
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力ヽ,匙 グ膀|↑∫くπにな 通ヽ雀′林和応あわれて'あ う′

|-4 えそ たょ D漸 波蔽 ょ ′θθ´トン以下´紺舶
`・
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ィ本ェトキ入1,`,夕仙 ′
`乱

常森右 の■■ ス ようく7К 詢 下へう
'κ

下電 バたた ずぅがヽ

1,珈 IF工常′浮 上 して、oっ ヤヾあ Kま 、それらの淮 下/1日 カ ム″気 ′うハ痢 必カ

I常 子募寒i"以サカぶ 繁急1含 ]手
続し基準伍以上̂奈痢浮ヵが鷹ノふ,れ て

1‐ Ь デた夭ルキ波χ漢|´ 常中学鶯族へ衛薯〔夕炎う,P そ 際́パZ6カ
=す

1船″「の振動によ
」衆物 揚羞、紛族 翁′乃 解料祢と`・ グ吹ルチズ貨物●推猥1,「わへ落M移 し:片薇

霧誓み

`,傷

:」:`し 1 :ん秦皐み116,イ
τ勝`卜・簡単κろなエム来デしそムえて́″ひ|に

髪κ至らしあり。

2 えス下′おイ
`蒸

1,4切■資u、 風姦スょり瑚新けめ月1摯は,・ 薄大し しばし
`｀

有

賞争季甲乾響T曇↑:篇驚|[卜′攀争:fサ i基縁ク,繕癸撃姦彙T非苗サ,Z
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喰
壕戚ず偽lλ ;っ 船体多浩ヒ着米κよう紘協″、鴻了紘芳′セ画fa死 と、兵楊

露警♯危TI iチ栽撃♯irぉ番胤駿彙j塩;1檜頂手
:lil力llil]イ

こ
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一日本雪氷学会北海道支部 ―

昭和59年 度研究発表会議演要旨

日 時  :  昭和59年  6月 ‖日 (月 )

場 所  :  北大百年記念会館 。大会議室

プログラム

10:4口 ～12:DD    座長 高籠 膚哉

l.屋上積雪形状について        。・・・・・・ ●●●●●●●●●●26

-屋根面の途中で勾配が変化している場合―

苫米地 司、遠藤 明久、橋本 健― (北海道工大 )

2.屋根形状係数 〈日本建築学会「建築物設計用雪荷重 J案 )

の制定をめぐる問題点   ・・・・・ ●●●●●●●●●●●●27

遠藤 明久 く北海道工大 )

3.斜 面積雪におけるクラックの発生と応力集中・・・・・ ●●●●●●●●●028

遠藤 八十一、秋田谷 英次 〈北大低温研 )

4。 今冬期のオホーツク海の海氷状況          ・・・・・ ●●●●029

麻生 正 (札幌管区気象台 )

13:10～ i4:30    座長 小林 大二

5。 離島の森林の機能―とくに融雪を遅 らせる水源林としての機能について 。・・ 30

斎藤 新―郎 く道立林集試験場 )

6。 厳冬期の浅層地下水位変化      ・・・・・ ●●●●●●●●●●●●31

北原 嗜、真島 征夫、清水 晃 (林 業試験場北海道支場 )

7.台地と谷すじの放射冷却の比較    ・・・・・ ●●●●●●●●●●●032

田中 夕美子、藤原 晃―郎 (北大農学3)、 小林 大二 (北大低温研 )

8.気温と日射を用いた冬期の浅層地温の予測・・・・・ ●●●●●●●●●●033

佐腋 篤司 (北大低温研),J‖.CAPR10(モ ンタナ州立大学 )

-25-



鷹上獄言彩1だ ′てついて

鷹椎 薗り£fで ヽうOι ″・たイししている場合
°
こ米地 司 工維 喝た ‐橋 本 也 ― (リヒカ進工えた学 )

7 0的  Z旅 うo£中でZ晨 1う 6ι がたる場合 、のえむk、イ寸進での種 詈増ザ

`えぢスる。 この点、′、つ、く 、Zタトに4て たtr~ヽレ長准で橙らすし ■ら1■  その %οοの晨

■tイ■電 し 晨型詈t口 いた,氏nえ験で縫討 した。

2 tr、し縫風の観L'1緒 た こギし氣この価髪t口
'た

ネ●.ゑ権t“ っo汗れに分
● 穫詈ユユ掲につ。たtん 計′6イBt支 )イ fけ たo“こ■置場F‐・

`、
礼見予6`ラ 絶

,し 力 こ 二業 尺学精 向 で ある。視 環〕は ′9′孝

'つ

′qか ぅ開始 し ぅ 退 金曜 日 ?峙 η
｀
う

′′a手 に
'｀

けて み工積言采ヒクラフトの種ヨ架およ●しヒ■tえ 刑 した。こll積 雪環が

乳たイ直t子、したoは  3R20で ムる。 ミのた二雅雪采 tん咤暫
`え

象台ぅ場L築〕但
"ぃおよび7う ,卜 で0擁側値した健 tて  彦根各キ位つ種ウリネkRt求 めるし□′

ヒなる.RN`え たち。な町飛)イユ、R317・ うラいOn娠1位 υ、られめたイ直である。積も )イ彙

七」 広狡キ位,で 2κ じt)R=θ ク2′ Rけ 0ろ 8と なる.ズ に尺■｀ヽ響4iは  こ

溜ヒ汗
`iCで

 R、 `θ 6`′  R3・ 0`/ ιなる。 セ o:子 イエ|ょ 、 RA, R,し もα∫夕准えしなろ。

すちゎち i地 (、何Lで 確ζザ″くなる。たに、鷹tん計による種黎ユユ■けると□

2の よう′ttる 。こ

"じ

,iBで 乳たしな)729tし ある・ 積蓼童贅が鼠尺しなる3

月′6日 のこ工確雪スレにL(θ 39)力｀
ぅ =秘i3o椎この乳た積彗ユitFめ るし、

7θ 8tじ なる。nた 。但 t杉ヒ輌LIる し、え tん計η`う得 られた稚雪■■●ο2′ tη ヽヽ。

こ権汗4■ ,う 績夕Lユぼ :ptt C、 ,o覆
=0こ

つの影等 t覧けると考える。●らに、

こ縦i,イi'。 単イエロ績当り。猛ヨ■2は 、″
“

89イぃ●2あ り 札滉や向観ケ稲之
`:L計

1孝 績曹荷この 39′ 鍬舞(yし 菫ο3,種 奮栞 /3n)ttた てヽヽろ・

θ ,た同え瘍¥舌 象 1氏飼え験は、,し力止工業大手o怜体身曰′卜坐氏詞で行った。氏う司

内氏こは、θよ スθ.2θ %と した。国3に 后↓ )係れじ氏こ、魔樅■う配o旧係tネ

|.各澪in績 もり係れlJ 乙タト毛イしヽ

“

み
^諷

生緒たレlaけ ´変●ろ.口 による 2、

積ウ )イネれば、氏こ^増 ηOにや _て バツ1ろ ″、ヽ■lt・ 氏んでも、こ檻RIに たべ彦a
R20種 もり係そこη`た■ )ヽ・ ZttLtう Oι ,]|、 計ろし、■ぅ願C6=′ ′びそ;、 R,,も の夜も

リィネ績olは 1ヽ ■ )ヽ.つい 、う0こ 2σ t tえ るし、R20イ直かた■く、こ確 tう

“'金
マ

てえる影薯tiけ る。種も )4ネ 七は、た0(、 41iで 乳ヽ伍 Z示 す。

Z
エ

稚
奮
■1

i
し

こ解葬

鷹櫂Lfドiの 種ヨti
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を杉ルメで孫々 (ョ 歩豊泰考会 r建 築物盪計曰修者菫」■ )

の幅|たためぐ多閻瘤k

立 藤 口月 た   くた光整二十人じ迄套エサ科 )

′ ヨふ之後イ会麻之各多会着菫分碁会, 本年IR、 ヒ颯の脂,「姜t分姦し、口千、
公曼́ 勉擁t閻 ぃて´ち:り

`和

うo4に
'|た

の口,メ寄セ基準の政荀ぞ、同今料会緒釘・
′,ハ 委ヽ象会ぞ2年 前わヽぢ落湯じモ進めてИたtの ぞあつ。逹藤け 上場′|ヽ 4竣 会各夕と
して、形多ヤタウク・ Z櫂形状株裟 」の像素イヤ吻 tと に燿ちじ′_以下、者場んヤ、議劣
,́か ったんれ知彩状株数の観たイιセあでる閻懃巣t黎争|し て滋,日 レ 3本ケ氷り会を

,を1を 支

"場

、資議條ノ́″

“

聡tう ぅヽゎヾ ŕ‐ ぃ、yZぅ 。
2 為針略、薇an珍浮ヒ

=筋
をくs)り 次κぅ`嘔計算すっ、セ女えたして́ る。

S=Soκ E X R× I  この式のSは設汁m地 上
=メ

吉菫 こはア揚イ条教 マけ士髯
の4ネ多彩丼ズイ条瘍夕 1は 日盆イ糸半Kで あら.るォス彩状4条端kけ 、4ネ2´ 彰オくによつく玖′多
4よ 修́´曰ねの雅ルリ″

=、
ウピL采,4ケ ツ晨Yる と澤露脅ツ梁との勤1今 ぞ教おした植ぞ、ス

をえ夕́ 千夕の場合レο5 とレぅよう,■ スす .

3 歿訂の多滋彰
'え

僚な ″́%往 4́え K火餘 レてИ●か つ曰残ぞ″冽った 風ヵ´
鍛勤■4わ 尾と′場啓´菱壇多見象撻けっぐり

`|バ

した。この″象|夕 、
`え

啓・)口言″グぞ

スち多ので 、kの +こ 今 ヒレ そにぞК塀りのこ夕a影メ琢毅 のイセt通 ロイゥルのとした。
A 乾曹・弱晩比え 、み 乾啓 霰n姥 業、c 物雹 中閻晩力光受 、D 落,姥 k
ぞあ″.サ こ今け、先り́ 衝え `nな級キ[参考yレ 、千むιのよう″ え́ぐめた,パ、
こ分のレめの十分の強料ヵr不 几ぞあタレ、矮ヽこ、気遊等の

“

スの31き ッの事当性″り,
てル 籐條グ愉の修え■ル象レ、きじレ毅孝イを解で,た め、お針素本支■θ日をせず、

η滅場 (か り″をキリ′に綱行の々 た)´ え゙ワnレ
"ャ

,ミ `Yレ 七_

A 拷務・弱咸比浜 鷲移′β́ И夕|'力 latiうr2シ ス千 かっ 1月  2月 の月7
カ燿場が 2・

`末
荊  (為 針 6-(の 並 0)

3 ″會・姫n姥ス 峰雷却の日場1'ィ 凰逹冽.ダ
黎スと、かっ ′日、2日 の月7

カ笏彩が 2´ ι米巧  為ヽ針 ι―てっ並a)
c 乾脅 :ヤ ИA″χ浚 1日 、21´ n7И 夕冤ゅr2・o来 当ぞ 、力1っ 、ハ ι地

X状下の光娑 (拷針 6-の ～てり五 m)
, 遊啓比美 i月 、21の 日

'力
笏光が'2°こ以と́ ガン (指針

`―
(っ )立 閣)

″ 水
'4厖

け、物

“

・ ヤ閻風つ″資 セ残青 3,4発 スで
｀
そ蒻啓アがツタИ〃象を乃

パタ名ツ(株功践 導́入 した。また 橡斜Z隷 ″、斜晨 2,・ [ピ ークとレてな啓涙クrフィカ、

)炉r獄 イ
`′

,弥 ヵrttζ ぁ りИ つ ち
"、

枡′澪 後釘 し杉 .ヤ リ レ IS′ a場た レイ ツ タ書本″

″珍杉形米昴|´ 株数セそれそlK具 体ク々″κ見たす
`ス

タィ|レ t蝶閉した。
s 乱タタ料の欠徐冽燿薇看リズ後教●ヤ景埼ャレklの 場く)´ Rn趙 ヒタフた.′ 1夕 が、3`場ラ

lζ ,ιみ可みの場合 りのえルφ ral功 ぞぁった4へ .輸雪采 朴́なの篠の嶼夕.タリ降キtみ
功に、スで夕И ぐ́彎卜、aこ針のふ琴3贅ヒ→た史レ4孝 ぅ4ミ グヽ黎官イ辺ゲ公歿さЙて■ |́´ よう

考え期約牛す料 4́千 λパロ準ッぞ″らoま た 期垣ケ以 ″́rllラじx敗レ彫やたレ Иl逹彼炒|ツト
料の家み労支路ぐゎめて,ヶ 夕И.nタ タ若十のた々  唯イ均″r″グさИウ.

り  [●tent●
“

I Or●市コ ぬn for S―mに■10n  B餞 for des● n of rructll嘔 _D輸 田mi面:on of… 103d30n roofS,Ю型 6435
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ネ+狗核留κあけるアラックリを上は ある列熟銭,教タ
つ′斗砂ちの分力が績タスの,え均力より人3〈 /」 うこと
に碁因する。こつようば薇,'ヮ ム充′え界I(は 人3イ たカ

集ヤがた り (氷 がぁるこ く」Ltた とこクラックが″
`」

L

すると拷た5よ う。そこで' 1ヨ |り よウイ史皮を萄イい

,つ θ点■力つ力み
`ウ

ズたちよびクラック,発生秦/4ι

調べた。
15■、ェ榜ったヵ分々とたヵ拡大孫場o図 1り ようば

簸4・I夕り,κえ|く ありうたヵ集ヤ,向致よ 腋皮カタκあ
げう〔斐ため向妥彙と数微r ttk彰催1主体に対する析(た
″場 た晨場,は 次大て・与え

'れ
る̀

郵=嘉曜鷹蓋身|い
りの

考|=ふ圧{∫ :lilllif』 ||(r《
り 。)

ここて'K`た力拡大係数と̀
″

」りt lコ 1,場ィト

K～ σ7'/2 (σ ■崎れ
`,)        (3)

核雪にあけるたηし■こた つ向株嗜線1夕 で■ 好め。 1
かt 仏た方fて 10夕R′夕て

‐
■,ズ で

・(る 。そこで' 国 |つ

史駿 ltよ り0々、こ佐つた社と燿1た l エバが坂ユ,か 2n

べてみた。|ヨ λ:」 χ方向つ奥イ土妓trに 対 tて プロッ
トtた レヮで' θまこ″ r≪ たにあけるえイム,み よ(2)天 て・

エイズ(にてた″場感(I)ズ ずこう人)で こ`うことを示tて ヽゝ

る。(3)バ Kを (2)バ に入スるし、唯■
'た
式と7」 3.

そオ

=I子

ヒ吼
「 1'IL■量 み:(|1氏 同じ縣 りたヵ

σ=ゎ みそ″を久右 t r/h='え ヽあするえ社(したりr/A=αι

をんにタイtて プロットtた (口 う)。 (岐,r/A.a211カ に比

タリtて あり  』3 」Kが (3)バ |モ ほぼ襲L)こ とこネtて 'ヽる 。

2 5ラ ッタリ芥上各/1」 た力拡え株あてK(0、7、 こ拷
つメL力場,強くリオニンタしι示す株数て

‐
めう。そこで'、 Kが

“

し外にKcにitた 時、クラックが発生すうとえたうし、
巖えり起う免有た力%=κc77 (`,

1ヨ 4は  史%と r得たQと たヮ!力條ιtt tた し,で 、(リバ

リ晨嚢燎キltほ ぼなιフて、>る 。柔く、夕くり知喰んメ葵てめ

2  3

(ttx)r/h・ α2

aタ

03
Cm

02        ′

,c″電 ノ0

.′
図3

′ム

『
=笏 ,″″

t・ 夕′んr

h

科ω確

'(ウ
リうクラック

'春
土とたヵ針

琳 ′ヽ十一 オたリカ■た,た (′ヒ人 ム看レ1)

Oc″  20

(奥
/Ff`=20`n)

Ｌ

わ
ｍ

σ=
た=

t=

夕οa/crF
/OCm

“

3カ r

α =

fr7 -r-.-*'L,=as'/
r

|:´多ィ多〃ち〃″|`:■、:='°
°

よ00｀
.、 ゛

ヨ00

2●0

■ (3/Cば ,

′●o

0
よつ      、

30

20

/0
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ヶ秀なっォホーフタ寿っカネゲ光

ふムエ (お減サニ乳象管子攀操 )

1● じめ に  オ ホー ソフ寿 Fみ ヴろ寿 ネのカ パ ッ嗜千 ブレ :こ た ,を ふシ t「 マ´

ケハな つ4ネ●歳
`/7“

キ 及斉 つ肇 1.T‐  オ■.=ソ フ4† 掏 キ:|力 水氏 Lな らそ
^ぅ

た 。

2カ ハなつJら饉 ォlt.― ソフオも
'■

子つ島わ J″ ィタ句に考,リ  ア矛に/1C域

セか ,‐ であ弩マ君トネ丼に■び・ 本、″1† つ卑ネ●輩
`子

キの手‐ξ蜘 rぁ .た .

′月、た1に ち で̈6寿米●■いτ千キリ
`、 `ヨ

千.オ ホーソフ寿ャナ■り,0'1表
友

=で
・4水戌ルをら竹へ,た 。31オ 旬にオネ戌

`″

ォぃ・ τ̈晨大し,っ たべ これ
l:オ ふ́ ソフオなわ浦の島/′ =づ ざす ″

``キ
,こ 奇4r場調tためて哄表。■■でろ

‐た 。

3丸埼覇ええ  オネスクスリと危欅
`ら

たの:モ バ月句りろ責ル″ャと調■た。呵/

嗜オ水ハAユ ベぅ″～え′tユ た●ノル今し 芽緬 療う薇
`″

が,■ ノ,7′千ιル↑
た ιり 子 あ ら 。漱 ｀ tん tた■ 力 可外 1た つあ ネ ■ r`え ′ 嗜 ● l。 腱Ь以下 り 、ム ■ た

゛

舒f靱芳零受:縫I常:焼
色:護i弱へi]l亀]真オふ́ ソフJトヤ■にみ丸スベ″く =っ た

オ青^`ォカヘみパらな^,た 。これにス1て 勁引d%廣ベノ月にオくを,た ノ
'″

キ
`

′̂テ ィブつた:こ 走れ tたな■′バタく _たカヘ;の 奥■ベヤ次有へ句,で Ⅲ●。た

li:′′″キι北■7韓雄 rみ キスぅ″…場ィ本れ
`。

n'こ う,て らり、オ4~ソ

フ碁ヤ±■●んラっな■■ヘサをく々 ・でⅢう。こつ′うにガキ
` 

ろtスの二あつ
えしてⅢだ0^ら オ■―ツタ寿へのん,っなャ■バ働ハ‐たつべ寿ネ●減っケクさにっ
r, ,i, t! L erl

ガた3れ る。

図 ■

4気 ニタや
と寿氷錢



出 の森林の機能一 とくに融雪Z二らせる7К源状としての機能

斎藤新一が Gヒ海道立林業試験場)

ヨヨ幌沖の日本海it浮ヵヽフメヌステ島′夭元島・焼坂鳥のうウ′前若は「海鳥公巳 とし

て知う″じるヵヾ′郷 kに 乞しく′ス

“

癸オC考 て"は夏に7K不足bε びることパあう。花方′後
若lょ L多上tわ痛あ移製ヨ」として知られ′7K不 足にブつたことがびl)。 地質的ゲ地下水

層の痺さt関係tて t)う のて・あるパ′森休の蘇水磯能がいなり働
`)て

1,る ノと″えら

4ι

`.漉尻島め尺然主体の′構造は′簡単に言えlギ′ミだナラ・イキイ・タマイザすと1)う

給 k,`〔 "T′ ノ
1。 上層 (績,高 夕～ノタれ)は′碁葉広莞樹のミズナラバ主体て"あ リノ

Y苺…‐‐籠2 /タ ヤカエデ′ハリギリ′ホオ

ノキ′ナナカマドがども混 交 じ

ていう。

下層 (樹高2-シ 4)|よ′常
繹辞♯樹のイチイて"占 められて
ぃる。林六にはクマイプサζ～

ノ.ケ %)のほか′ほ′うヽ〈低水のエ

ソ ,゙ズ リハ′ ツルシヽミ′ イヌ

ッグなども生育する。

この二幾構えめ森″ξバ′尺さ懲保フ陶際能を捲Fする理強として′次の2つ バ考えら

lι う。そめl lt′ 落葉慈枝層および旅天 り層 C帆林J劫島ζ)に おける萄しKお よび矛水

層 (地下7ヽ層)への地下フKの始 である。その2は′蘇 によう吹雪の■斡足および雪

角早けの遅延である′ と考えら才ιる。つまり′本体として1オ地下に′日体 Zし ては地上

rt i庁ァにしてιる のて'あ る。

履煙室の遁釧し|ま′痢嗣未内′とくに常緯跡 と′川ψ卜の放牧孫草比との■ダ竣では,半
H辻 (1・ 1,夕 る。この角鷹菫̀力」腋とは′地下7Kの;義に役立ち′フ球 の力男ろ五7/1ぎ′ろ

過された清フK在付綸することとグる。

また′喜立木提乍 おけう早 い雪解 け′比泉水 うん下′上壌侵食 ′DDイ ド左伴 う考

争1碁鮮L:潅瑳笠〔l魏彎去,1丼ピぞ「堆棄象に驚TEf手
「

L[iliIき

爪さ毎鵬鷹」
「

るノ限定された地下,時でしが

`驚

群
押
 な tt場合

`こ

は′7K希読なの相%勧ま大む )と
`)え

る。

ただし,た蒲
'次

の造城にあたつては′雪左貯える

勝能ともつ森林ιEI指すことが塑まれ′それ|よ六

紫樹と針葉樹の混たした′可能なうノミズナラ・

イチイ林のようボニ雛 えの森休パロ解:と される
ことで'あ うう。
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厳ふ期o,1層 ぇ千米准たィι

矢舜 燿 .集 島仁ズ 清米 発
(巖

^ネ
えた ネネ菫験場 )ヒ ヵ道久場 )

幸堵 ヽぃ 林肉毅挿射た卜おりられヽヽ二そヤ●文 T′くにな冽 tuま ,手 向継執 レて
きスが,そ の水ィi疲 れ ltみる節 lt`,,ト ャト着領争0で あった.こ れまで'卜 識臀期 9■
日友イに,ユ猿稼期.眸●こノくと上4a向 体 基をま作甲tt`る 日月共メ(守 t=っ ぃての
″調緒采L執もしてo/((′.23)が ,)口 教各J綺 .た T ttli表 イヒttっ ぃてt瑕策1

で0′ のヽて'′  ミミト報考すら.

観測方力 :ち 女場ス験メ床内でぃ場崚料た Itた 千木猛板燿1ロ バオケ t6ヽ消剤 してぉ
り(2)力女

“

卜Jl色 it(通 尋巧更瀾 ,4子 ってぃるoi 19 83 ε4商 手に致ふ靭 .親瀾 t行 。た。
以剌 口|1不 た鶏 だが 教測

"キ
1l t`賓 綺 (キ 莉 o埓 )と し′

=。
 またた下木ほ覆■1そ エイ子

して た面命寺モ.土 残凍↓派 蔵菅4そ t測た しホ.で ぉ入ここ l(っ ぃてぃ ォt性
嗜こ氣念むのイ油 q峙 ●藩面スェモ 亀η′ノミ.

祝剌↓呆 :図―l卜 1983■ ●だ下水と親瀾 ●´わ1色 ふ ↑ ,983千 1ょ 塊秋ド水と 。ヾ島(

1た 1月 卜降南(8■ ).曖 氏(27～ 29口 )oち ったので表本期 ttじ て水ほが猥澤1で きム.

｀Ct,1984与 |`´

"の

浅 1ア メクト1→ζ千水仁 |`うえ瀾 (`で す,′く.口 ′T、 し
^`ぅ

1(

藤本靭 ttげ て水修 !`玖 ヾゞ1(バ 水(a45cP4)す るが そ●■

“

t`ヌ 調 (a`′ _/ズ )!ミ えヽハヽ
ヾ●つ′■ ミ●凍国に ユた嵌 |ヾ なぃここ.,こ 面稼脅がぁることに

`る
′〔めとうたう

卜る。 次 1ミ ロー21ヽ ,983■ 2月 1停 3■ 10口 の )て のスォア●χ 下小14表 ア(と 入几人た t

ホす ム′ぎし 分ノК】『 卜最 tlじ ′モ‐5湛 オフ 1。 .114口 次}ケジK住 。ヾ
=↓

めぅ卜′
`で

,た .

図で,131で 。ぅttれ ■夕ぃよって夕 )の え
`お

るが 水ィ主襲れ ,1ス たとなくネ|た し
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昭和 58年 度支部事業報告 。会議報告 o会計報告

1.事業報告

1)研究発表会   昭和58年 6月 9日 〈北大百年記念会館 )

発表件数  17件    参加者  70名
2)講 演 会   昭和58年 H月 25日 (岩 見沢市民会館 )

主催 :日 本雪氷学会北海道支部・ 岩見沢市

テ‐マ :「 雪と岩見沢J   司会 :油 川英明氏 (北海道教育大学岩見沢分校 )

演題「岩見沢地方に降 り積った雪」   遠藤八十一氏 (北大低温研 )

「道88に おける雪対策について」  竹内 政夫氏 (開 発局土木試験所 )

参211者   122名
3)雪 と氷の観察会 昭和59年 1月 14日 、15日 (札幌市青少年科学館 )

主催 :札幌市青少年科学館

後援 :日 本雪氷学会北海道支部

参加者  74名
4)地方談話会   昭和59年 2月 7日 (釧 P8市釧根地域婦人会館 )

主催 :日 本雪氷学会北海道支部・ 釧P8市

テーマ「 冬への挑戦」   司会 :矢 作 裕氏 (北 海道教育大学釧略分校 )

演題「 冬期間の道略維持 (除雪 )に 付いて」 磯部 大臣氏 (釧 P8開 発建設部 )

「湿原の植物 」            新庄 久志氏 く,1略 市立博物館 )

「冬期間の道東沖の海難状況について」 今野 宗郎氏 (31略 海上保安部 )

映画「流氷 そのなぞを追つて」

参加者  67名
5)機 目誌「北海道の雪氷」第2号発行 昭和58年 6月

2.会議報告

1)絵    会      昭和58年 6月 9曰 く北大百年記念会館 )

2)第 l回 理・ 幹事会   昭和58年 6月 9日 (北大クラーク会館 )

3)第 2回 理・ 幹事会   昭和58年 12月 16日 〈北大クラーク会館 )

4)第 3回 理・ 幹事会   昭和59年 4月 26日 〈北大クラーク会館 )
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3.会 計報告 (59年 3月 末現在 )

1) 収 入

2) 支 出

費 目 予算額 決算頼 増減差 備  考

前年度交付金 113,095 113,095 0

本部交付金 490,000 490.000 0

出版物等売上 5,000 4,450 △  550

預金利子 0 2,704 2.104

〈
ロ 計 608,095 610,249 2,154

費  目 項  目 予算額 決算額 増減差 備  考

事業貴 研究発表会 50,000 28,930 21,070 1 回 (予 定 1回 )

諦演会 40,000 41,040 △ 1,040 ″  岩見沢

地方談話会 180.000 157,655 22,345 〃  釧路

機関誌発行 120,000 △30,190 第 2号 印刷発送

小  計 390,000 377,815

会議員 総 会 30,000 21,628 8.372

理・ 幹事会 70,000 55,060 14,940 3回 (予 定 3口 )

小  計 100,000 76,688 23,312

事務■ 通信費 30,000 10.450 19.550

物件■ !0,000 5,640 4.360 原稿用紙代

人件費 10,000 6,000 4,000

印刷贅 10,000 0 10,000

交通費 20,000 2.200 17,800

小  計 80,000 24,290 55,710

予備費 38,095 38,095

次年度繰越 し 131,456

総合計 608,095 610,249
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昭和59年 度支部事業計画 。会議計画・ 会計計画 (案 )

1.事業計画 く実 )

1)研 究発表会 昭和59年 6月 11日 〈北大百年記念会館 )

2)機  関 誌  「北海道の言氷」第 3号 発行・・・ 昭和59年 6月

3)講 演 会 ・ … 1回
4)地方談話会  ・・・ 1回

2.会議計画 〈案 )

1〉 総   会 昭和59年 6月 11日 (北大百年記念会館 〉

2)理・ 幹事会 ・・・ 3-4回
3。 会計計画 (案 〉

1)収 入 費  目 前年度予舞 09年 度予算

前年度操越金 113,095 i31.456

本部交付金 490,000 460,000

出版助等売上 5,000 5,000

合  計 608.095 596,456

費  目 項  目 50年 度予算 備  考

事業費 講 演 会 50.000 1  回

研究発表会 50,000 : 回

地方談話会 180,000 1 回

機関誌発行 150,000

小  計 430,000

会議■ 総 △
〓 30,000 1 回

理・ 幹事会 70,000 3-4回

小  計 100,000

事務費 通 信 費 10,000

場 件 ■ 10.000

人 件 ■ 10.000

印 刷 貴 5,000

交 通 費 15,000

小  計 50,000

予備費 16,456

合  計 596.456

2)支 出
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1984年 9月 1日 - 7日

雪 氷 関 係 の 集 会

SソInpoolun on Sno" and lce Proceoseo at the Eorth's

Surf oce(16S :日 本雪氷学会共催 )

9月 1日   東京都、国立極地研究所

9月 27日  札幌市、北海道厚生年金会館

10月 30B― ‖月 1日  日本雪氷学会秋季大会、京都市、京大会館

1985年 8月 4日 - 7日    Fourth internatlonal Sソ mpooium on Cround Free2ing

(ISGF)札幌市、京王プラザホテル

雪氷の研究No 6「 雪氷の研究展望と文献目録 (1969-1978)J販売のお知 らせ

ペ ージ数  358pp
販売価格  会 員  4200円 (送料込み )

非会員  5000円 ( ″  )
支払方法  郵便振替□座 東京5-134091

日本曾氷学会あて、雪氷の研究No 6代 金と明記の

上、御払い込み下さい。

「異常」があたまについた気象や気候や天候の言葉が、なにや らよく目についた

り耳にすることの多い昨今である。そしてこれ らは、エル・ チチヨン、エル・ 二―

ニョ、COヽ ,大 気汚染物質などとの因果や相関関係がクローズアップされている。雪

解けと花見の季節が大きくおくれた今年の北海道だが、 5月 下旬になって急に春 ら

しく、初夏 らしくなつてきた。

さて、本誌もようや く第 3号発行のはこびとなつた。今号は、議演会、地方談話

会、研究発表会の要旨に加え、堀内数氏、江□正元氏、麻生正氏、高槽層哉氏より

解説、報告、紹介等のご寄稿をいただき、機関誌としての内容充実をはかることが

できたと思う。こ多用中、心よく原稿執筆に5じ ていただいた各位に感謝いたしま

す。

なお、今号の編集には、堀□、石川、成瀬があたつた (N記 )。
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北海道の雪氷

昭和 59年 5月 28

昭和 59年 6月 11

日本雪 氷学会北海道支部

札幌市北区北 19条西 8丁 目

北海道大学低温科学研究所内

TEL 011-716-2111
内線 55815583・ 5478

印刷所 和幌市中央区1ヒ 3条東 6丁 目

興  亜  堂

TEL 231-0380-1


